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本稿は2013年3月13日に岡山大学大学院社会文化科学研究科文化科学系総合研究棟2階
共同研究室で聞かれたシンポジウム(全体主題: r物質文化ー韓国からみた日本J)で発表
した論文(ぷえる歴史としての大震災)を基礎にして若干の修正を加えたものである。筆者
の専門は日本古代史であるが、周知の通り歴史というのは‘百聞不知一見'という属性があ
ると思う。歴史上にはみえるものと見えないものの歴史像が一緒に存在する。韓国におい
てみえる歴史像としての‘3.11東大震災'がもたらした衝撃は大きかった。
これから覚える歴史，記憶する歴史としての‘3.11東日本大震災'を主なキーワードとし
て論を展開させていきたい。まず、‘3.11東日本大震災'の現状に関して記述する。そして、
次に、千年前の'3.11東日本大震災'といわれる貞観年間の大震災について検討する。それ
から、歴史上の‘東日本大震災'について調べ、最後には、日本の震災と韓国の震災の関
係性を述べ、まとめに代えたいと思う。
2. r3.11東日本大震災J
2011年3月11日金曜日午後2時46分、東北地方の沖合いでマグニチュード9の大地震が発
生した。今回の地震は日本の観測史上最大の地震であり、世界的にみても観測史上第5位
に位置づけられる非常に大規模な地震だ。この地震による死者・行方不明者合わせて約2
万もの人々が犠牲になり、全・半壊した建物は約30万戸、道路の破損が約3，500箇所、崩
壊した橋梁・堤防はもはや数え切れない数に上る10 さらに漁船約22，000隻、漁港約300箇
所、農地約23，600ヘクタールなどが被害を受け、その被害総額は16兆円から25兆円にも上
るという2。
もともと日本列島では人体に感じる震度l以上の有感地震が年間1，00....1，500回程度発生
し、 1日に平均すると 3....5回程度になる。また、大地震とみなされるマグニチュード7以
上の地震が年に1回程度発生する地震大国であり、世界の活火山の約7パーセントが存在
本稿は、高麗大学校日本研究センター編『ジャパンレピュー2012:東日本大震災と日本』図書出版ムン
(ソウル)、 2012 の掲載論文と岡山大での発表がもとになったことをあらかじめお断りしておく。
1 日本警視庁ホームページ(http://www.npa.go.jp/archive/keibi/biki/index.htm)r響察庁緊急災害
警備本部j 資料(2011年1月1日現在)を参照。
2 ウィキベディア日本語版「東日本大震災J r東日本大震災と阪神・淡路大震災の被害の比較Jの項を
参照(検索日:2011年 1月 1日)。日本版wikipedia 2013.12.01 検索
“月例経済報告等に関する関係閣僚会議震災対応特別会合資料"肉閣府 (2011年3月23日).
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する火山大国でもある九言い換えれば日本のいつ、どこで地震や火山の噴火が起きてもお
かしくないのだ。
さて、日本国内では今回の3.11大震災を「東日本大震災」または「東北地方太平洋沖地
震Jと呼ぶなど、名称に若干の混乱があったが4、2011年4月1日の閣僚会議で「東日本大
震災」を公式名称とすることに決定したと政府発表を行った九今回の大震災によって発生
した津波も日本圏内の地方新聞を中心に「平成三陸大津波」という名称が使われることも
あった。
このように今回の地震とそれに伴う災害にさまざまな名称が使われるのは、今回の災害
が地震に伴う二次災害、つまり、原子力発電所事故などをも含む複合的な意味を持つから
であろう。韓国では「震災Jとし、う言葉は日本ほど頻繁には使われないが、韓国の国語辞
典には「地震による災い」と定義されていることから「震災」は韓国でも通用する言葉だ
ともいえる。
今回、災難の悲劇に見舞われた中心的な地域、すなわち東北地方の岩手・宮城・福島県
は日本では辺境、立ち遅れといったイメージが強い場所だ。こうした立ち遅れ、未開発の
イメージは、戦国時代に遡れば東北の盟主でありつつも豊臣秀吉に屈服した伊達政宗6の本
拠地であるという点、さらには明治維新の際、幕府権力を打倒しようとする新政府の軍隊
に最後まで反抗し抜いた旧幕府の少年決死隊、会津(現在の福島県)藩の白虎隊7が象徴す
るように、抵抗というイメージが強い場所でもある九
こうした辺境と立ち遅れ、そして抵抗のイメージを合わせもつ東北地方は、 日本の他地
域と同様に過去にも多くの地震が発生した地域である。特に近年、約1，100前に起こった
「貞観大震災」がよく「東日本大震災」と比較される。
3.1，100年前の「東日本大震災」ー貞観年間の大震災
今回の東日本大震災は、平安時代の貞観1年(869)に現在の東北地方に該当する陸奥田
を揺るがした地震以来、 「千年に一度」起こる巨大地震だったといわれる。この地震が発
生した9世紀半ばから後半は関東地方や西日本でも大地震が起こっており、また富士山も
噴火するなど大災害が相次いで起こった時期であった。こうした一連の事態の中心に位置
づけられるのが869年の貞観大地震である。そのため、ここでは以下の9世紀半ばから後
半にかけて発生した一連の地震を総括して「貞観年間(859-877)の大地震」と呼ぶことに
する。
では、これらの災害によって当時の社会は如何に変化したのだろうか。考古学や文献史
学、そして地震学などの研究成果から、貞観大地震が発生した九世紀半ばから後半にかけ
3 日;本地震学会ホームページ、平成22年度「防災白書J(オンライン版)を参照。
4 r東日本大震災j一朝日新聞、時事通信社、天気予報ニュース、共同通信社、共同通信加盟社(産経
新聞、東京新聞、中日新聞、毎日新聞 (3月 12 日午後~)、日本経済新聞 (3月 19 日朝刊~)、フジテレピ、
TBS、テレピ朝日、日本テレピ (3月 25 日~)、テレビ東京、 TOKYO FM、BS11デジタル); r東北関東大震
災Jー側、日本赤十字社、中央共同募金会; r東北関東大震災J一茨城県北茨城市が一時的に使用;
r3 ・ 11大震災J 一河北新報(東日本大震災と併用、 3月 14 日~); r東北沖大震災」ー毎日新聞が地震当
日から3月14日まで使用; r東北・関東大震災』一共同通信社、毎日新聞、東京新聞、中日新聞など加盟
社が地震当日の3月1日(翌朝配達された朝刊とウェプに公開された記事を含めて)に使用; r宮城・茨
城沖大震災J一日本テレピのNEWS24が地震当日から3月12日まで使用; r東日本大震災J一日本テレピ
が地震当日から3月24日まで使用。 TOKYOFM、BS11デジタルも使用; r東日本巨大大震災J一読売新聞。
5 読売新聞、 2011年4月l目。
6 小林清治『伊達政宗』吉川弘文館、 1985年を参照。
7 星発ー『会津戦争全史』講談社、 2005年、 43~44ページを参照。
8 宋涜範「民の対岐点に立つ「王権Jの表象ー「天皇Jと「征夷大将軍JJ W日本思想.!I20号、 2011年を参照。
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ての動向を検証し、そこから読み取りうる東日本大震災へのメッセージについて考えるこ
とにしたい。
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⑪881年
⑫鐙Z生
⑬888年
九世紀半ば~後半の日本列島で発生した大地震
出羽(山形)地震 最上川を逆流した津波が国府に押し寄せる。
越中・越後[富士・新潟] 圧死者多数、小さな島がなくなる。
地震 溶岩類によって青木ヶ原樹海が生成される。
富士山の噴火 3年後に再度噴火。
阿蘇山(熊本)噴火 ほとんどの官庁と寺などが倒れる。
播磨(兵庫)地震
貞観(宮城)大地震
鳥海山(秋田・山形)噴
火
開聞岳(鹿児島)噴火
関東地方の地震
出雲(島根)地震
平安京(京都)地震
西日本地震、
八ヶ岳(長野・山梨)噴
火
相模と武蔵で大きな被害、平安京も揺れる。
神社と仏閣が崩壊。
翌年まで余震継続発生。
平安京以外の各地域で大きな被害、大阪湾で
津渡、南梅・東南海の連動地震の可能性が出
主ι
貞観1年(869)5月26日夜、大地震が発生した九
「夜中にもかかわらず発光現象により白昼のように明るかった。家々が倒れ、地面が割
れ、人々が生き埋めされ被害者が続出した。馬と牛は泣き叫びながら踏みにじられ、俳佃
していた。陸奥国の国府である多賀城の城郭と倉庫、門、番小屋、壁はすべて崩れ落ち、
もはや被害を想定することもできなかった。海は雷のように哨いて踊り狂い、海は巻き起
こりながら膨張し、その結果生じた巨大な波は一瞬にして城を呑み込んだ。海は数十、数
百里に渡っていて、どこから地面で、どこから海なのかその境がさっぱり分からなくなっ
た。今は道も平野もすべて海の中にある。海に逃げることもできず、高い山に登って避難
することもできず、溺死した人は千に上る。人々皆の財産はもちろん、来年植える種さえ
拾えず一文無しでもう手元には何も残っていなかったJと当時の記録にはこう記されてい
る。
当時の地震の舞台と見られる多賀城市の市川橋遺跡では濁流によって道路が破壊された
跡が発見されている。 r夜にもかかわらず発光現象により白昼のように明るいJというの
は、地震に伴う地鳴りや地下水・温泉水・海水の水位変動、水質の変化、動物の異常行動
や天体・気象現象の異常、通信機器や電磁波の異常など大規模な有感地震の前兆現象とし
て知覚される広範囲な現象の一種とみられる。またこの史料は巨大な津波の痕跡をも物語
っている10
869年の地震はまるで今回の被害そっくりだ。 1，000名を越えたという溺死者の数は正確
な数値ではないが、当時の推定総人口は500万人となり、それを現在の人口から換算する
と約2万名の人的被害が発生したと想定できる。貞観大地震が起きてから約3ヶ月後の9月
には陸奥国に地震師が派遣され、清和天皇は翌年災害地の税金免除と死体埋蔵などの対応
策を発表した1。そして同年12月14日、清和天皇は伊勢神宮に使者を遣わし、供物と文章
9 W日本三代実録』貞観11年(869)5月26日条参照。
10 多賀城市埋蔵文化財調査センター「市川補遺跡現地説明会資料J2000年;多賀城市史編纂委員会『多
賀城市史 1 原始・古代~ 1997年参照。
1 W日本三代実録』貞観1年9月7日条参照。
??
?
を奉じるが、その文章には相次いで発生する大地震を含む天災などについて神に報告し、
国家の安寧を願う言葉が記されている。
しかし、貞観大地震は序章に過ぎなかった。その後、震源が関東や西日本に移り、日本
列島は引き続き揺れ続けた。これらの地震は樟令国家の崩壊をもたらすことになる。 720
年に『日本書紀』が編纂されて以来、国家の核心事業であった書紀の編纂を続けてきた古
代国家の正史編纂は6つめの『日本三代実録』が最後になった。そこに編まれている最後
の年は古代国家の都であった平安京が大地震に襲われた887年である12。
「貞観年間(859-877年)の大地震」は実に凄まじいものだった。古代日本が鄭難万苦の
挙句築き上げた律令体制によって成立した古代律令国家が、律令国家としての面子がかか
る国家事業である正史編纂事業の最中に、継続的な大地震とそれによる大災害が起きてい
たとの指摘は従来の研究領域にはなかなか見られない。東日本大震災以後の日本政治、日
本社会の行方を考えるにあたっても、この点は注意深く考える必要があると思われる。
そのためには「貞観年間(859-877年)の大地震」について今一歩詳細に検討する必要が
あるだろう。まず上の表⑥にある869年「貞観(宮城)大地震」の規模は M8.3を上回るも
のであり、それに伴って大規模な津波が押し寄せたという指摘がある。従来、文献研究者
の聞では言及がなかったが、東北地方の開発に伴う地盤調査と日本海溝の地震学研究の進
展を背景に、貞観大地震に関する地震学的な研究が行われていることが注目される。
初期のものには吉田東伍13と今村明恒14の研究があり、彼らはいわゆる東北地方の地震研
究の先駆者であるといえよう。 1990年代に入ると、 869年の大地震の規模は宮城県から茨
城県の沖合いに長さ230km、幅50kmの断層モデルが仮定され、 M8.5とが推定されるように
なった。仙台平野では、津波が仙台湾の海岸線から3キロも侵入していたということは、
すでに1990年に東北電力が女川原子力発電所の建設のための調査として発表した成果であ
る。 2000年代にはボーリング調査などによって仙台平野の津波の痕跡についての研究が大
幅に進歩した。仙台平野沿岸部では、貞観大地震に関する歴史記述が示している通り、千
年おきに津波が内陸の奥まで押し寄せた跡が認められる。また、東北大学大学院工学研究
科附属災害制御研究センターの研究により、過去3，000年間に仙台平野では3回の津波が発
生したことが堆積物の連帯調査により立証され、その間隔は800年から1，100年ほどだと推
測されている。 2007年10月の津波の堆積物調査によれば、岩手県から福島県、あるいは茨
城県の沖合いにまで及ぶ震源領域が M8.6の連動型巨大地震を引き起こした可能性も指摘
されている。
さらに、こうした貞観大地震に引き続き、関東地震と火山の噴火が起き、仁和3年
(877) 7月には平安京でも大地震が起きた。都だけでなく、五歯車七道すべてが大きく揺れた
と『日本三代実録』は記録している。時の天皇、光孝天皇は御所から避難し、屋外の庭園
を居住空間にすることになった。倉庫や家屋が倒壊して数多くの人々が圧死し、官吏の中
にはショック死した人もいた。また、各地で津波が発生し、とりわけ大阪北部の海岸が最
大の被災地となった。 w日本三代実録』は、余震が続き、いまだ事態も収拾されていない
1ヶ月後に光孝天皇が急逝した記事で終わっている。次の正史である『新国史』の編纂も
試みられるが、完成前に国家による国史編纂事業は終止符を打つことになる。
かつて「仁和地震Jは南海地震であり、 「五畿七道」としづ表現は誇張であると思われ
てきたが、史料地震学の専門家である石橋克彦・神戸大学名誉教授は1999年に「東南海・
東海地震も連動した巨大地震であった」との説を発表した160 W日本紀略』などには「仁
和地震Jの翌年5月に長野県の6郡が土砂と洪水によって荒廃したという記事が載る。近年、
樹木の年輪年代測定などによって、仁和地震で山が崩れて自然のダムのようなものができ、
12 r貞観地震一国家崩壊の序章J読売新聞、 2011年5月18日朝刊。
13 吉田東伍「貞観十一年陸奥府城の震動洪溢J W歴史地理』第8巻第12号、 1906年参照。
14 今村明恒『総のざれごと』三省堂、 1941年;今村明恒「三陸沿岸のに於ける過去の樟浪に就てJ W東
京帝国大学地震研究所地震研究所業報別冊』第1号、 1934年、 1...16ページ参照。
16 石橋克彦『原発震災警鏡の軌跡』、七つ森書館、 2012年。
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その翌年の洪水によってこれが決壊した可能性が高いことが判明している。 r仁和地震J
は全国各地を襲った巨大地震であったことはほぼ証明されている。南海・東南海・東海に
わたる一連の地震は約500年の間隔で発生しており、もっとも新しいものとしては1944年
と1946年に東南海地震と南海地震がそれぞれ発生しているIt
4. r東日本大震災Jの歴史性
上記で確認した事実は、 「東日本大震災」が2011年3月現在の様相のみに見られる性質
のものでないということを示している。いまや近代以降の物理学・理工学的な立場からの
技術的アプローチに依存する方法では前近代に発生した歴史地震から得られる教訓を十分
得ることができないとの認識が広まりつつある。
そこで次に「歴史地震J17の意味とその実態について見てみよう。まず日本では1885年
に地震計など観測網の整備が開始されたため、 「歴史地震」とは一般的に1885年以前に発
生したものを指す。 r歴史地震」の調査研究は将来起きると想定される地震の予測など防
災上不可欠であり、プレート聞の巨大地震の発生周期などを論じる地震学の一つの分野で
ある。この点からみである特定地域の地震災害の正確な評価を行うために地震によって解
放されたエネルギ}を測る必要があるが、計器観測が始まって以来の地震だけではデータ
の蓄積は不十分である。そこで古地震学の力を借りる必要が生じるくることになる。また、
歴史研究の一部である考古学の一種として「地震考古学」の分野も開拓されているが、
「歴史地震」研究は古文書の調査から始められる。古文書は国家の歴史を記録した正史か
ら個人の日記など多種多様であり、誤記や誤読、そして誇張や伝聞、あるいは政治的判断
から歪曲された記録などを含めて信頼性に疑問があるのも多いため、可能な限り多様な史
料を収集し検証する作業が要求される180
また、近代以降の地震の観測方法とは多少差があるだけに、そのギャップを埋めるため
の努力も惜しんではならない。具体的にいえば、地震や噴火など大震災の記録とはいって
も地震の発生時刻、日付、震度分布、震央と震源地の領域などの確定において課題は少な
くない。そのうえ、記録が残されていないとしても地震や津波がなかったとは断言できな
い。例えば、北海道の先住民が記録を残していなし、からといって200年間も災害がなかっ
たとはいえないのであるヘ
一方、 「東日本大震災Jと関連して活断層(Active Faul t)の研究も進んでいる。 r活断
層」とは地震が過去に繰り返し発生しており、今後も地震が発生する可能性が高いと認定
される断層のことをいうが、この活断層の活動頻度が高いか否かよって震源地に対する分
析と評価が異なってくるということから地震の予知に役に立っと考えられている。
ところで、この活断層に関して衝撃的な報告がある。現在の日本で、活断層の真上に建
っている学校は225校あり、活断層から約200メートル内外に位置する学校はおよそ1005枝、
そのうち50メートル内外に位置する学校が571校にも及ぶというのだ。しかし、より問題
なのは活断層の上に位置した構造物はいくら頑強に耐震補強をしても損壊しやすいことが
1999年の台湾地震で明らかになっているという点である20。
16 読売新聞、 2011年6月29目。
17 近代的な観測機器がなかった時代に、古文書や災害記念日などの記録に残っている過去の地震をいう。
一方、記録に残っていない遺跡発掘や調査などで判明した有史以前の地震は先史地震という。また、こ
れら地震を含めて近代的観測開始以前の地震は古地震ともよばれている。
18 ウィキベディア日本語版「歴史地震Jの項を参照(検索日:2012年1月30日)。
19 島村英紀『ポケット図解最新地震がよ~くわかる本』秀和システム、 2005年;同 『巨大地震はなぜ
起きるこれだけは知っておこう』共栄書房、 2011年を重量照。
20 朝日新聞、 2011年12月19目。
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さて、先に記した歴史地震の分野を含め、近代地震学では発見できない地震の実例につ
いて幾っか言及することにしよう。まず今回の東日本大震災に匹敵するような規模の地震
が過去3，500年の聞に7度も発生していたとの報告がある。北海道大学特任教授の平川一臣
(自然地理学専攻)の調査結果によれば、北海道から三陸沖太平洋地域に渡って過去3，500
年の聞に7回以上の大地震と津波が沿岸を繰り返し襲ったことが明らかになったと共同通
信が報じた21。また、北海道根室市で、今回の大地震の被害が最も大きかった宮城県気仙
沼市の約400簡所で確認された地震と津渡によって生じた堆積物の年代比較によって、こ
のたびの東日本大震災を除いた7回の大地震の発生時期が沿岸全域で大部分一致している
という。平川教授は千島海溝と日本海溝に震源地域が4箇所あったと推定し、 7回の大地震
のうち特に2，400年前と3，500年前の二度の大地震は複数の震源が同時に活動した可能性が
あると分析している。
次に具体的な時期を特定できる東日本地域に発生した地震の例を挙げてみよう。東日本
大震災によって津渡の被害を受けた仙台平野は約2，000年前の弥生時代に襲った津波の浸
水と同レベルである可能性が東北学院大の松本秀明(地形学専攻)教授などの地質調査で
明らかになった。松本教授は今回の津波が海岸線から約4キロの内陸にまで到達した仙台
市若林区で、津波が到達した距離と津波によって運搬された砂と泥の関係を調査した。海
岸線から約3キロまでは砂であったが、それ以降は粒子の細かい泥が堆積しているとしづ。
この調査結果と、数年前に仙台市教育委員会とともに調査した約2，∞0年前に津波が襲っ
た団地の跡とのデータを比較すると、海岸線で約2・5キロの内陸まで砂が到達した約
2，000年前の津波は約3.3-4.1キロの内陸まで達していたとの結論が出た22。仙台平野は
869年の貞観津波でも同規模の浸水が起きていることから、大規模津波が繰り返し起きて
いることは事実とみてよいだろう。
また、 「貞観年間の大地震Jから伺えるもう一つの事柄として、地震と津波によって海
岸が沈降することを挙げておく。それとともに沈んだ地盤が再び隆起するまでは数十年が
かかることが産業技術総合研究所の調査によって明らかになった。産業技術総合研究所の
沢井祐紀主任研究員は、福島県南相馬市の海岸から1.8キロの内陸に位置する団地の地下
に堆積する砂の混じった珪藻が淡水で生息するのか、それとも海水で生息するのかを調査
し、貞観津波の発生後に長期間海水に漬かっていたことを明らかにした。こうした事実か
ら地盤が沈降していたことが想定できるへ
古代以降の中近世の東北地方の地震の証拠は、やはり質量ともに豊富な古文書からみる
ことができる。古文書史料から歴史地震を窺うという研究は豊富な蓄積がある。たとえば、
近代日本最初の直下型地震といわれる1891年の濃尾地震以降に設立された研究機関「震災
予防調査会」は『大日本地震史料』を整理し刊行した。その後、寺田寅彦の指導を受けた
武者金吉がデータを補足して『増訂大日本地震史料』 三冊を上梓している。当時、どの地
域でどの程度の間隔で大地震が発生したのか、地震が発生しやすい季節や時刻があるのか
を調べるためには史料調査と整理が必要だったのである。
現在も続いている古文書研究は、東京大学地震研究所元教授の宇佐美龍夫氏が1970年代
から歴史研究者から古文書の読解の教示を受け、地震と津渡の記録を探し求めた。文書の
挨を払う布と筆記道具、そしてカメラを持参して全国各地の図書館や民家を訪ねて史料を
収集・整理した。当初、文部省からの研究費で作業を開始したが、同氏によれば「予算不
足で収集史料の印刷に時間がかかりすぎて困っているといったら日本電気協会が援助して
くれたJというへこの頃の電力会社は原発設置許可申請のために過去に起きた地震につ
いて調べるための資料を必要としていた。この作業は『新収日本地震史料』として結実し、
21共同通信、 2012年1月26日;ヘラルド経済、 2012年l月26日参照。
22朝日新聞、 2011年5月18目。
23朝日新聞、 2011年5月20日;朝日新聞、 2011年8月22目。
24朝日新聞、2012年1月18目。
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補遺・拾遺含めて全27冊に上る。解読した史料から地震と被害を集めて整理した『日本被
害地震総覧』は改訂を続け、政府の地震調査研究推進本部が発表する将来の地震予測の基
礎資料として使われている。
歴史地震研究会の武村雅之会長は、 「根気の要る作業だが、調べるほど過去の地震の姿
が見えてくる。昔はここまで津波が来た。どうやって逃げるかを考える時に是非必要な資
料となる。こうした成果を防災に活かしたいJと述べている。
5.結
以上に、‘3.11東日本大震災'の2周年を迎えて韓国からの視覚で'3.11東日本大震災'に
ついて検討してみた。岡山大学での発表の矢先である3月9日、高麗大学日本研究センター
は国際学術大会を設けたが、全体の主題は‘3.11東日本大震災'と関連する翻訳書の出版を
記念する「東アジア災害研究の現状と国際協力模索Jであった。ここからは本センターが
災害大国であり防災大国である日本の災害に関して14冊の本を選んで翻訳していたが、そ
れは災害マニュアルに鈍感している韓国社会に発信するという意味を持っていたのである。
これを含めて今後からは災害だけではなくて、再生・復旧・復興まで、さらに東北の復
興を越えて日本復興の方向性にも注目する必要があるだろう。一方では韓国の中での災害
学・震災学の意味についても研究の幅を広めて生きたいと思っている。今後とも多くの叱
正を願いする次第である。
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